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第５章 施設マネジメント（活用方針） 

 

５－１ 施設マネジメントの現状と課題 

大学の教育研究環境を充実させ、その質を向上していくためには、施設整備も重要であるが、整備された

施設・設備・環境を有効活用し、適正に維持管理していくための「体制・仕組みづくり」が重要である。また、

近年、文部科学省における概算要求の事業評価においても、施設マネジメントに関する取組の重要性が大

幅に増しており、文部科学省の第５次５か年計画の中でも、施設マネジメントの更なる推進として、「全学的

体制の強化」「施設情報の見える化」「適切な維持管理」「省エネルギーの推進」「多様な財源の活用」及び

「地方公共団体や産業界との連携」など、持続・継続的な取組が求められている。本学における主な施設マ

ネジメントの現状と課題は次のとおり。 

 

（１）クオリティの観点 

施設利用者の要望に配慮し、施設の安全確保や教育研究活動を促進する機能強化のほか、生活機能

の向上となる整備を行い、誰もが利用しやすい大学を目指す。また、施設の老朽化等に起因する事故を未

然に防止するため、これまで行ってきた法令による定期点検だけでなく、建物の状態をより具体的に把握す

るための体制を強化するとともに、各担当で管理している各種施設データを一元化し、施設の情報基盤とな

る「施設カルテ」を整備する必要がある。さらに、本学のインフラ長寿命化計画に基づき、これらの情報基盤

を活用しながら、計画的・効果的・効率的な施設整備及び維持管理等を進めていく必要がある。 

 

（２）スペースの観点 

全ての施設が本学の貴重な資産であり、教育研究の変化に応じた弾力的なスペース活用を行っていくこ

とが重要である。これまで、２０１２年度に新たな取組として、本学教職員が部局の枠を超え、お互いのスペ

ース活用について調査する仕組みを構築し、ＰＤＣＡサイクルによる継続的なフォローアップを行った結果、

部局内におけるスペース改善が促進された。また、２０１６年度に全学的なスペース再調整の基本方針として、

「学部・大学院」における整備率の上限を７５％と定め、それを超えて保有するスペースを「全学共用スペー

ス」として拠出し、第３期中期目標期間において、競争的スペースを第２期中期目標期間末の２倍以上に増

加させた。今後は、これらの取組を更に発展させ、部局間連携、学外機関との連携及び産学官連携による、

戦略的な機能強化につながる共用化を促進するとともに、地方公共団体や産業界との連携が可能な「イノ

ベーションコモンズ」の形成を図るなど、社会的要請を踏まえた多様な教育研究活動を活性化させる必要が

ある。さらに、施設の用途・規模・現状等を踏まえ、老朽施設や一定の役割を終えた施設についても、「施設

のトリアージ」による施設の総量の最適化を図るため、老朽化した施設の取壊し・集約による減築や利用が

低い土地の譲渡処分等、特に老朽化が進展する職員宿舎群を廃止するとともに、民間事業者等を活用した

跡地利用を計画するほか、将来的な改築や真に必要な新増築の規模についても検討していく必要がある。 

 

（３）コストの観点 

これまで、施設の修繕においては、何か不具合が起きたときに直すといった対処修繕的なものが多かった。

これは、施設の計画耐用年数を過ぎても財源が措置されず、更新されないまま放置された結果という見方も

できる。このような悪循環を解消し、計画的・効率的な修繕を実施していくため、２０１３年度に施設の維持管

理に係る財源確保に向けた取組として「中長期修繕計画」を策定したところ、全学的にその必要性が認めら

れ、中長期修繕計画に係る学部等の負担額が定められた。しかし、各部局の財政事情もあり、中長期修繕

計画に必要な財源を全て使用部局に負担してもらうことは困難であったことから、その後も学長裁量経費等

により、施設の維持管理に係る財源の確保に努めてきたところである。一方、国からの財源措置は年々減少
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傾向にあり、今後も厳しい財政状況が予想されることから、今後は多様な財源による施設整備についても検

討を進めるとともに、前述のインフラ長寿命化計画に基づく効果的・効率的な施設整備及び維持管理等を

進めていく必要がある。 

 

５－２ 推進方策（五つのマネジメント） 

前述した施設マネジメントの現状と課題を踏まえ、今後の施設整備や維持管理を円滑に行っていくため、

文部科学省における評価の観点である「クオリティ」「スペース」「コスト」のほか、「サステイナブル」「アセスメ

ント」の要素を加えた「五つのマネジメント」を柱とし、第４期中期目標期間における推進方策を次のとおり定

める。 

 

（１）クオリティ －安全・機能強化等－ 

前述した「クオリティ」に関する現状と課題を踏まえ、施設の「安全・機能強化等」に資する本学の推進方

策は次のとおり。 

 

＜建物の劣化状況調査等に基づく定期的な点検の実施＞ 

引き続き、建築基準法上、１２条点検が義務付けられていない管理施設についても、損傷、腐食、劣化等

により安全性が損なわれていないかなど、より具体的な施設の状態が確認できるよう、建物の劣化状況調査

等（非構造部材等を含む）に基づく定期的な点検・施設パトロールを実施していく。 

 

＜情報基盤の整備と活用（施設データベースの一元化）＞ 

点検・診断結果に基づいた個別施設計画の見直し、今後の対策費用の推計、対策の実施、更には、そ

の後のメンテナンスサイクルの継続的な実施を着実に効率的に行うためには、基礎情報として、施設や棟ご

との点検・診断の結果、その後の対応状況等を記録し、その情報を関係部局で共有し、有効的に活用して

いく必要がある。そこで、本学における情報基盤の整備と活用を促進するため、各担当において個別に管

理していたデータベース等を一元化した「施設カルテ」を整備することにより、情報の蓄積・共有・活用がより

円滑に行える環境を構築する。 

 

＜個別施設計画の見直し（計画的な修繕・改修等）＞ 

本学における管理施設の計画的な修繕・改修等を図るため、本学の「インフラ長寿命化計画」に示す、建

物及びライフライン（基幹設備）等について、随時見直しを行うとともに、ＣＭＰにおいても、施設の長寿命化

等に関する考え方を反映し、「第４章 アクションプラン（個別事業）」の中で、計画的かつ着実な修繕・改修

等を行っていく。 

 

（２）スペース －集約化・有効活用・総量の最適化等－ 

前述した「スペース」に関する現状と課題を踏まえ、施設の「集約化・有効活用・総量の最適化等」に関す

る本学の推進方策は次のとおり。 

 

＜施設利用状況調査（机上調査）＞ 

各部局が保有する施設の使用面積及び使用形態等の実態把握を行い、施設の有効活用を促進するた

めの基礎資料とする。 
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＜施設の有効活用・総量の最適化＞ 

前述の施設利用状況調査等を踏まえ、第４期中期目標期間における、共用化に対応する施設の面積を２

０２０年度実績から２倍に拡大するとともに、全学共用スペース等を活用した大学機能の集約・移転等により、

地方公共団体や産業界との連携が可能な「イノベーションコモンズ」の形成を図る。また、既存施設の有効

活用による新増築の抑制を図りつつ、今後は保有する施設の総量を最適化する。具体的には、老朽化の進

んだ職員宿舎の廃止や国際交流会館等への転換などに関し、第４期中期目標期間において、職員宿舎の

廃止・集約等に係る実行計画及び宿舎跡地等の有効活用に係るサウンディング（対話）型市場調査の結果

等を踏まえ、今後の具体的な売却・整備等に係る手法を検討し、計画段階から実行段階に移行させる。また、

施設の老朽化に伴う改築が必要となった場合、基本的に保有面積の約５％以上の縮減を目標とし、真に新

増築が必要となった場合においても、基準面積に対する約５～１０％以上の縮減を目標に計画する。なお、

実施の際には、文部科学省との協議等を踏まえ、経営者層を含む学内的な合意を得た上で、施設整備の

規模を決定する。 

 

＜スペース活用相互調査（現地調査）＞ 

教職員による全学的なスペース活用に関する相互調査として、各部局が抱える問題を抽出し、お互いの

スペース運用を見直す。その際、ＰＤＣＡサイクルに基づき、具体的な改善計画を策定し、改善に向けた取

組を継続的にフォローアップすることにより、各部局におけるスペースの有効活用を促進する。 

 

（３）コスト －安定・多様な財源等－ 

前述した「コスト」に関する現状と課題を踏まえ、「安定・多様な財源等」の確保に係る本学の推進方策は

次のとおり。 

 

＜予算管理・安定財源の確保＞ 

老朽化した膨大な管理施設を良好な状態に保つためには、施設の長寿命化に係るメンテナンスサイクル

を構築し、トータルコストの縮減や予算の平準化を図ることが重要である。本学においても、これまで「中長期

修繕計画」の策定による、トータルコストの縮減や予算の平準化に関する検討を行い、各部局より一定の負

担額を拠出しているほか、学長裁量経費等により、必要な財源の確保に努めてきたところである。今後、「イ

ンフラ長寿命化計画」に基づく、管理施設の長寿命化を着実に進めていくことができるよう、引き続き、必要

な財源の安定的な確保に努める。また、前述した保有する施設の総量を最適化することにより、施設の維持

管理費の削減を図るとともに、施設の老朽改修等による修繕費の削減や高効率機器の導入による省エネ化

等、施設の維持管理費削減分を新たな環境整備に活用する「好循環リノベーション」についても検討を行っ

ていく必要がある。 

 

＜多様な財源の活用＞ 

 「第３章 フレームワークプラン（整備方針及び部門別計画） ３－１ 整備方針 （２）」に示す。 

 

（４）サステイナブル －省エネ・環境配慮等－ 

サステイナブルの観点から、施設の「省エネ・環境配慮等」に資する本学の推進方策は次のとおり。 

 

＜新技術等の活用＞ 

「第３章 フレームワークプラン（整備方針及び部門別計画） ３－１ 整備方針 （２）」に示す。 
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（５）アセスメント －評価・フィードバック等－ 

アセスメントの観点から、施設整備の「評価・フィードバック等」に関する本学の推進方策は次のとおり。 

 

＜事業評価システム（施設整備の効果発現検証等）＞ 

適切な評価や手続きに基づく計画的な整備を推進するため、本学独自の「事業評価システム」による自

己評価を行った上で、施設・設備整備委員会等の学内会議において、優先的に要求・実施する事業を選定

する。また、事業完了後においても、当初の目標を達成できたか検証を行い、改善措置の必要性等につい

て明らかにするとともに、類似事業へフィードバックする。 
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  ４−６ 全体計画（第４期中期⽬標期間以降） 【別紙】
第5期以降

1 （川津）⻑寿命化促進事業（外部改修等） ● ●   ● ● ● ●

2 （川津）⾼度専⾨⼈材育成拠点整備事業（材料エネルギー研究科設置に伴う整備） ● ● ③ ●

3 （川津）遺伝⼦実験施設改修 ● ● ④ ●

4 （川津）総合理⼯学部１号館改修（情報棟） ● ● ③ ●

5 （川津）総合情報処理センター改修 ● ● ④ ●

6 （川津）教養講義室棟１号館改修 ● ● ③ ●

7 （川津）ライフライン再⽣（中央監視設備） ● ●

8 （川津）省エネ環境整備（空調改修）※分割整備 ● ● → → → → → ●

9 （川津）学内環境整備（トイレ改修） ※分割整備 ● ● → → → → → ●

10 （未定）外国⼈留学⽣等宿舎整備（整備場所未定） ● ●

11 （川津）圃場実験林廃⽌に伴う整備 ● ●

12 （川津）運動場改修 ● ●

13 （川津）学⽣⽀援センター改修 ● ●

14 （川津）課外活動施設改修 ● ● ● → ●

15 （川津）第⼆⾷堂改修 ● ●

16 （川津）⾃転⾞道路整備 ● ●

17 （川津）駐輪場整備（上屋付き） ● ●

18 （川津）駐⾞場整備 ● ●

19 （川津）バリアフリー環境整備（誘導ブロック他）※分割整備 ● ● → → → ●

20 （川津）構内道路・囲障等整備 ※分割整備 ● ● → → → ●

21 （川津）キャンパスプラザ整備 ※分割整備 ● ● → → → ●

22 （川津）課外活動環境整備 ● ●

23 （川津）省エネ環境整備（LED改修）※分割整備 ● ● → → ●

31 （塩冶）体育館改修 ● ● ●   ● 

32 （塩冶）基幹・環境整備（中⽔処理設備） ● ● ●

33 （医病）防災機能強化（⾃家発電設備） ● ● ●

34 （塩冶）中央機械室ボイラー更新 ● ● ●

35 （塩冶）省エネ環境整備（空調改修）※分割整備 ● ● → → → → → ●

36 （塩冶）中央機械室改修（中央監視装置他） ● ● ●

37 （塩冶）事務棟改修 ● ●

38 （塩冶）⼤学会館改修 ● ● ③ ●

39 （塩冶）OSCE演習棟新営 ● ●

40 （塩冶）医学部会館外部改修 ● ●

41 （塩冶）地域未来協創本部改修 ● ● ③ ●

42 （塩冶）第三研究棟改修 ● ● ③ ●

43 （塩冶）課外活動環境整備 ● ●

44 （塩冶）駐⾞・駐輪場整備（⾞いす対応含む）※分割整備 ● ● → → → ●

45 （塩冶）バリアフリー環境整備（誘導ブロック他）※分割整備 ● ● → → → ●

46 （塩冶）塵芥焼却炉室廃炉に伴う改修 ● ●

47 （塩冶）構内主要設備浸⽔対策（電気室等） ● ●

48 （塩冶）医学図書館改修 ● ●

49 （塩冶）構内東側進⼊路整備 ● ●

50 （塩冶）キャンパスプラザ整備 ※分割整備 ● ● → → ●

51 （塩冶）省エネ環境整備（LED改修）※分割整備 ● ● → → ●

2028
(R10)

松
江
キ
ャ
ン
パ
ス

出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス

事業年度（第4期中期⽬標期間）

安全
基盤

機能
強化

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

2025
(R7)

2026
(R8)

2027
(R9)

区分
事業
№

事業名

事業カテゴリー
概算
要求
事業

ZEB
⽬標

ZEB⽬標（基準⼀次エネルギー消費量の削減率）：①ZEB（100%）、②Nearly ZEB（75%）、③ZEB Ready（50%）、④ZEB Oriented（学校等：40%、病院等：30%）
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  ４−６ 全体計画（第４期中期⽬標期間以降） 【別紙】
第5期以降

2028
(R10)

事業年度（第4期中期⽬標期間）

安全
基盤

機能
強化

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

2025
(R7)

2026
(R8)

2027
(R9)

区分
事業
№

事業名

事業カテゴリー
概算
要求
事業

ZEB
⽬標

61 （⼤輪）附属義務教育学校前期課程多⽬的教室改修 ● ● ●

62 （⼤輪）附属義務教育学校後期課程校舎増築 ● ●

63 （⼤輪）植栽整備 ※分割整備 ● ● → → ●

64 （⼤輪）わくわくロード整備 ●

65 （⼤輪）バリアフリー環境整備 ※分割整備 ● ● → → → ●

66 （⼤輪）ボイラー設備撤去に伴う整備（既存電気室あり） ● ● ●

67 （⼤輪）附属義務教育学校後期課程プール解体 ● ●

68 （⼤輪）駐輪場整備（テニスコート移設） ● ●

69 （⼤輪）キャンパスプラザ整備 ※分割整備 ● ● → → ●

70 （⼤輪）駐⾞場・東側進⼊路整備（テニスコート移設） ● ●

71 （⼤輪）学内環境整備（トイレ改修）※分割整備 ● ● → → → → → ●

72 （⼤輪）省エネ環境整備（空調改修）※分割整備 ● ● → → → → ●

73 （⼤輪）省エネ環境整備（LED改修）※分割整備 ● ● → ●

81 （三瓶（多根））演習林拠点施設改築 ● ● ●

82 （頓原（獅⼦⾕））ライフライン再⽣事業（商⽤電源整備他） ● ●

83 （頓原（獅⼦⾕））道路整備 ● ●

84 （匹⾒（１））道路整備 ● ●

85 （匹⾒（２））庁舎解体整地 ● ●

86 （本庄）敷地境界の法⾯改修 ● ●

87 （本庄）実験室棟周辺法⾯調査 ● ●

88 （本庄）園芸加⼯場改築 ● ●

89 （本庄）製茶加⼯場改築 ● ●

90 （本庄）植物⼯場改修 ● ● ③ ●

91 （本庄）実験室棟・管理棟改修 ● ● ③ ●

92 （本庄）農器具庫改修 ● ●

93 （本庄）フィールド実習棟周辺環境整備 ● ●

94 （本庄）ライフライン再⽣ ● ●

95 （本庄）フィールド実習棟改築 ● ●

96 （本庄）システム化温室改修 ● ● ●

97 （本庄）道路整備 ● ●

98 （本庄）花⽊フィールド整備 ● ●

99 （本庄）圃場整備 ● ●

100 （本庄）圃場整備Ⅱ ● ●

101 （本庄）駐⾞場整備 ● ●

102 （本庄）温室改修 ● ●

104 （隠岐）桟橋改修 ● ● ●

105 （隠岐）臨海実験所改修 ● ● ④ ●

106 （隠岐）海洋⽣物飼育棟新営 ● ●

107 （菅⽥）国際交流会館改修 ● ●

108 （江島）エスチュアリー研究センター改修 ● ●

フ
ィ
ー
ル
ド
教
育
研
究
キ
ャ
ン
パ
ス
他

附
属
学
校
キ
ャ
ン
パ
ス

ZEB⽬標（基準⼀次エネルギー消費量の削減率）：①ZEB（100%）、②Nearly ZEB（75%）、③ZEB Ready（50%）、④ZEB Oriented（学校等：40%、病院等：30%）
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